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様式2 輸出事業計画

※申請者名： （有）大塚園、品目：有機磯茶・有機抹茶

| 1．輸出における現状と課題 I 

【現状】

弊社は有機栽培の煎茶を中心に茶づくりを行っている。

有機JAS認証、JGAP認証の取得により環境負荷低減型農業を行い、持

続性の高い経営を展開している。

これまで煎茶を中心に輸出に取り組んできたが、近年、海外での抹茶ブーム

をきっかけに抹茶の要望が多くなっている。

【課題】

ターゲット国：米国、欧州 （主にドイツ・スイス・オランダ・イギリス・フランス・ポー
ランド）、アジア新興国地域（主に香港・台湾・インドネシア・マレーシア）
海外で日本食が見直され、富裕層を中心に健康志向の高まりから抹茶ブー

ムとなり、嗜好品での市民権を得ている状況である。

しかし、輸出国全てにあわせた栽培体系で生産された有機JAS認証の硯茶

、抹茶が不足している。

2．輸出事業計画の取組内容 I 

①硯茶生産加工施設の整備

有機栽培体系の硯茶及び抹茶を加工する施設整備を行うことで、

海外抹茶需要に対応できる生産体制強化を図り、輸出拡大に取り

組む。

②販売・流通の取組み

・現地バイヤーと緊密に連携し、現地消費者の嗜好傾向や包装容
器等の調査を行う。

• 製品の保管方法、保管場所など産地に負担がかからない商流体
制を輸出業者と協議する。

・輸出業者、ジェトロ、現地バイヤーの協力を得て、書面作成への
確実な対応やプロモーション活動等を実施する。



． 
］ 3.輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制 I

事業連携図（（有）大塚園）

産地

地域有機茶生産者（河野製茶永井製茶）

（株）みやざき一茶園

・産地づくりへ有機栽培取り組み

•生産者独自の栽焙技術確立

合
く事業中核企業〉

（有）大塚園
・有機塀茶づくり

・有機抹茶つくり

地域関係機関・団体

技術指導 1県農業試験場茶莱支場

県農業改良普及センター

県農産園芸課

みやさき有機農業協会

日本貿易拒興機構（ジェトロ ）

宮崎県香巷事務所

輯出莱者・県内商社

（株）誉茶人
（株）MKJグローバルワークス
県外茶商

・現地ニーヌの情報共有

・商流構築の共同実施

・連携した直接商談

直
接
貿
易

［県内商社の概要】

・（株）誉茶人•••県内お茶農家が共

同出資したお茶専門販売会社

・（株）MKJグローJ¥ルワークス…
県内産物全般を取り扱う宮銀出身

社長の直前出経営会社

ターゲット国

対象国

・米国、欧州（主にドイツ・スイス・オラ

ンダイギリス・フランス・ポーランド）

アジア新興国地域（主に香港・台湾・イ

ンドネシア・マレーシア）

4．輸出目標額 I 

現状（令和5年）

（令和5年1月～令和5年

12月）

目標年（令和13年）

（令和13年1月～令和13年12月）

有機磯茶 有機抹茶 II 有機巌茶 ーゴ「― 有機抹茶
II 

輸出額（千円）

゜ ゜
274,752 290,680 

輸出量 (kg)

゜
| 
゜
] | 50,929.8 II 36,335.1 

輸出先国 米国、欧州（主にドイツ・スイス・オラン

ダ・イギリス・フランス・ポーランド）、

アジア新興国地域（主に香港・台湾・イン

ドネシア・マレーシア）

゜
II ゜ 50,929.8 36,335.1 II 




